
審議会等の名称 令和２年度第２回西脇市文化財保護審議会 

開催日時 令和３年３月 11日（木） 午後２時～３時 15分 

開催場所 播磨内陸生活文化総合センター ミーティングルーム 

出席委員の氏名又は

人数（敬称略） 

佐野允彦、瀧原 務、足立裕司、大平 茂、芝本 満 

 

欠席委員の氏名又は

人数（敬称略） 

埴岡真弓 

出席職員の職・氏名又

は人数 

教育長 笹倉邦好 

教育部長 森脇達也 

生涯学習課長 高瀬 崇 

生活文化総合センター館長 大隅誠一 

生活文化総合センター主任 菅澤敏弘 

会計年度任用職員 平宮可奈子 

公開・非公開の別 公開 

傍聴者 なし 

協議又は協議事項 １ 令和２年度文化財関係事業報告及び令和３年度文化財

関係事業計画について 

２ その他 

 

会議の記録（概要） 

発言者 内     容 

事務局 

 

会長 

 

教育長 

 

 

 

事務局 

 

委 員 

 

事務局 

 

 

委 員 

１ 開 会 

 

２ 会長あいさつ 

 

３ 教育長あいさつ 

 

４ 報告及び意見交換 

⑴  ⑴ 令和２年度文化財関係事業報告について 

   資料より、文化財保護事業及び郷土資料館事業について説明。 

 

文化財保存活用地域計画作成準備作業について問う。 

 

前回の委員会で説明した書籍からの拾い出しので、『西脇市史』の拾

い出しの作業をしている段階。 

 

例えば岡之山美術館などの資料は近現代に入ってくるが、美術館と
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事務局 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 

会 長 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

会 長 

連携はしていないのか。文化財の活用となってくると、経緯度地球科

学館とも協力体制が必要ではないか。 

 

どちらも教育委員会所管の施設なので調整していきたい。 

 

⑵ 令和３年度文化財関係事業計画について 

 資料より、文化財保護事業及び郷土資料館事業について説明。 

 

文化財保護事業の関係で、どれぐらい事業費等がかかってくるの

か。 

 

 ほぼ人件費となる。「日野北バイパス建設工事発掘調査報告書作成」

については 200万円を予算計上している。 

 

⑶ その他 

西脇市指定文化財候補物件「天然記念物」２件について説明。 

 

 維持管理計画をしっかりと評価していかないといけない。 

 

 （維持管理状況についての質疑応答） 

 

 （類似の市指定文化財、市内の天然記念物の指定文化財について質

疑応答） 

 

 その他、委員の皆様よりご質問やご意見がございませんか。 

 

 （個人所有の文化財（古文書）について質疑応答、意見交換） 

 

個人所有の古文書というのも、今回の文化財保護法改正に基づく市

町村レベルでの地域保存計画の中に含まれる。悉皆調査の対象とし

て、この際にきちんと調べておく方がよい。 

 

市内の各集落に保存されている古文書を、各集落の人はほとんど知

らない。それらの古文書の表文、表題を写真に撮影して、その地区の

古文書目録作りだけでもまずされたらどうか。 

 

（大学などの研究機関との連携についての意見交換） 

 

近年の市町村史の作り方として、全体の通史、本編とは別に、それ



 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

会 長 

ぞれの市の地域で、例えば小学校区単位とかで、地域史（地区の歴

史）を、住民たちが主体となって、自分たちの手で書くというのが結

構流行している。西脇市でも、例えば古文書講座をずっと続けている

が、受講生が、それぞれ地元で中心的な役割を担って、地域の古文書

を発掘して解読し、自分たちの手で地域史を作るというところまでい

けたらいい。いずれ新しい西脇市史を作らなければいけないという時

期が来ると思うので、それに向けても今から取り組んではどうか。 

 

 播州織の関係の工場が次々消えていっている。年代毎に使われてい

た織機などは将来的にすごく重要な財産になると思うので、保存して

いくべきだと思う。 

 

 ＜西脇小学校の重要文化財指定に向けて＞ 

 

 決定すれば、指定記念の展示会、講演会やシンポジウムを開催する

とか、いろんな展開の仕方があると思う。西脇市を大いにＰＲして欲

しい。 

 


